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愛知県東浦町、三重県いなべ市



愛知県東浦町の概要

 愛知県西部、知多郡(ちたぐん)にあ
る町。JR武豊線(たけとよせん)、知
多半島道路、国道366号が通じ、商
圏は刈谷(かりや)市に属している。
1948年（昭和23）町制施行。丘陵
地は酪農、ブドウの産地で、近年は
住宅化も著しい。低地は干拓新田地
が多くかつては米作と知多木綿(も
めん)の中心地で、現在は衣浦(きぬ
うら)湾に面して家具製品工場と自
動車関連工場などが立地している。

人口は約50,000人



東浦町議会広報特別委員会の取り組み①

 第37回町村議会広報全国コンクールに
おいて議会だよりひがしうらNO210
（令和3年12月定例会）が編集・デザ
イン部門で「奨励賞」を受賞

 愛知県議会だより広報クリニック診断
により改革を実施

 委員二人一組での担当制を実施

 表紙写真は市内のボランティア団体に
ご協力を得て撮影、その際、団体に
「ひがしうらは好きですか？」のアン
ケート調査を行い市民の声を掲載。取
材先は委員会内で検討

 一般質問コンテンツ



東浦町議会広報特別委員会の取り組み②

 「取材マニュアル」を制作し、記事の
質が変わらないよう取り組んでいる。

 ユニバーサルフォントの導入

 閉じ穴廃止(必要がない)コスト削減(年
間20万円削減）

 読める・分かる・つながるを目指し町
民が登場するようにしている。

 委員会事前に原稿チェック

 今後の課題は情報量の多さ。町民を登
場する機会が少ない。町民目線で掲載
事項の優先度を考慮する。毎号、町民
が登場できるよう努める



三重県いなべ市の概要

 三重県北端の市。2003年（平成15）員弁
(いなべ)郡北勢町(ほくせいちょう)、員弁
町、大安町(だいあんちょう)、藤原町(ふじ
わらちょう)が合併、市制施行して成立。
市名は旧郡名に因むが、郡名の由来は、か
つてこの地域に物部(もののべ)氏の支系で
ある猪名部(いなべ)族が居住していたため、
大宝律令で郡名が「猪名部」と名づけられ
たことによる。のちに「員弁」に改められ
た。名古屋圏の一角を成し、滋賀県、岐阜
県と接する三重県の北の玄関口である。三
岐鉄道(さんぎてつどう)三岐線、北勢線、
国道306号、365号、421号が走る。米、野
菜、茶などの農業が行われるほか、都市近
郊のため工場の立地が進んでいる。また、
市内にはゴルフ場が多い。人口は約44,000
人



いなべ市議会広報特別委員会の取り組み①

 ユニバーサルフォントの導入

 分かりやすい記事となるよう中学生が
理解できることを前提に編集を行う

 表紙写真は、いなべ市フォトコンテス
ト及び絵画コンテスト入賞作品から選
び掲載

 議会だよりはSNS（Instagram、FB、
X）でもアップ

 クイズキャンペーン(図書カード1000

円分抽選で15名さまにプレゼント）企
画



いなべ市議会広報特別委員会の取り組み②

 横書き、右開き

 閉じ穴廃止(コスト削減）

 インディックスの掲載

 市民の声の掲載

 賛否〇✕→〇●

 今後の課題として、広報から広聴に
ついて力を入れる。(議会報告会
意見交換会を増やす、こども議会。
親子議会見学会開催など）



視察研修を終え、視察先の取り組みを抜粋し
委員アンケート調査を行いました。
・良い取り組みだと思うもの(希望）※複数選択可



委員アンケート調査結果

 ユニバーサルフォントの導入

 閉じ穴廃止

 表紙写真コンテスト

を選択される委員多数

ついで、編集マニュアルの制作、イ
ンディックスの追加、原稿事前チェッ
クを選択されている

良い取り組みだと思うもの（複数選択可）



委員の声

 クイズ、穴あき不要

 質問が総合計画のどの分野に該当するのかを明示している（一般質問のコンテン
ツ）

 できるところから導入すれば良い

 閉じ穴不要

 思い切った変更をすれば賛否はあれど、読んでくれる。今までどおりなら視察の意
味なし

 閉じ穴廃止は広報かほくと併せてできるとよい。横書きは統一ではなく必要に応じ
縦書きもあっても良い。クイズは予算を考えてから

 クリニックの参加。原稿事前チェック、編集マニュアルは必要ではないか。

 (議会事務局）選択項目であれば、現状でも導入可能。その他は検討が必要、リ
ニューアル計画をした方がよい。



今後、広報特別委員会において議論をし、
視察研修が意味のあるものとして編集してい
きます。


